
  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 
 

 

 
 

平成23年度リサイクルブック市 

日時 平成   年  月  日（土） 午前  時～午後  時 
場所 すみだ中小企業センター（あずま図書館）5階 

      サンシャインホール 
 

9  

NNeewwss   
      図書館電話案内サービス    ＴＥＬ  ：  ３６１２－６０４８   

墨田区立図書館ウェブサイト   http://www.city.sumida.lg.jp/sisetu_info/library/index.html 

平成２３年１０月 ８日（土）に、すみだリサ

イクルブック市を開催します。 

リサイクルブック市は、活用されなくなった本

や、図書館に所蔵できなかった本・雑誌・マンガ

等を有効利用するため、一人10点まで、無料で

お譲りするイベントです。 

 また、区内各図書館・図書室に設置している「リ

サイクルコーナー」では、随時本を提供していま

す。ご来館の際は、ぜひ覗いて行ってください（ご

予約は受け付けておりません。） 

 

 

 

  

23 10  8 10    3 

★午前中は大変混み合うため、入場制限にな

り、お待ちいただくことがあります。 

（午後も新しく本を出します。） 

★駐輪場が混雑しているため、なるべく徒歩

でのご来場お願いします。 

また、お車でのご来場はご遠慮ください。 

★ご来場の際は本を持ち帰るための袋をご持

参ください。 

７月９日に区立緑図書館で、８月２７日にすみだ中小企業センターで、慶應義塾大学文学部教授の糸賀雅児先生を講

師に招いて「図書館事業に関するご意見をうかがう会」を行いました。 

当日は、墨田区出身である糸賀先生の区立図書館の思い出や全国の図書館の紹介、これからの図書館サービスについ

ての講演後、参加者の方と意見交換を行いました。また、統合新図書館などについても参加者の方からご意見やご要望

がありました。 

 この会でのご意見やそれに対する図書館の考え方については、図書館ホームページで公表を予定しています。 

 



館 名 今月の特集コーナー 

一般書：「半藤一利著作集」 ヤングアダルト〔Y・Ａ〕：「女子力」 
あずま図書館 

児童書：「『こわい』がいっぱい」   窓ぎわの児童書：「うみとやまのほん」 

一般書：「この秋はスポーツを観よう！」     
緑図書館 

ヤングアダルト〔Y・Ａ〕：「祝！日独交流150周年」 

寺島図書館 児童室１：「虫のコンサート」  児童室２：「月」 

一般書：「書を持ち、旅に出よう！」  児童書：「賞をとった本」  
立花図書館 

えほんのひろば：「ふしぎなせかい」 

一般書：「スポーツ小説」「大人だって楽しめる児童書」 
八広図書館 

児童書：「おじいちゃん おばあちゃん」 

東駒形コミュニティ 一般書：「そのときどうする？万が一の時のために！」 

   会館図書室 児童書：「おつきさまをみよう」「秋を探して」 

梅若橋コミュニティ 一般書：「梅若おすすめ本」  

会館図書室 児童書：「お月見」 

横川コミュニティ 一般特集1：「かつての今の少年少女のための文学案内」 一般特集２：「異世界への扉」 

   会館図書室 児童特集：「この本よんで」 

 

 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

   

～あずま図書館 外国語図書の棚より～ 

 書  名 著 者 名 内     容 

英  語 LIFE Ｋｅｉｔｈ  

Ｒｉｃｈａｒｄｓ（１９

４３～） 

生い立ちに始まり、黒人音楽とギターとの出会い、ストーンズ

の結成、恋愛と結婚、ミック・ジャガーとの確執などキースの

人生全てが語られている。 

英  語 THE  WINTER 

GHOSTS ｻﾞ ｳｨ

ﾝﾀｰ ｺﾞｰｽﾄ 

Ｋａｔｅ 

 Ｍｏｓｓ 

ケイト・モス 

2010年11月にロンドンでベストセラー1位になった小説。

第１次大戦のフランスで兄を亡くしたフレディは、兄の最期を

詳しく知ろうとフランスへ渡るがその途中で美しい女性に出会

う。彼女もまた戦禍で弟を失っていた。同情と愛情が絡み合い

一夜を過ごすという・・ストーリー。 

中 国 語 鬼吹灯 天下覇唱 ２００６年にネット上で話題になった盗掘アドベンチャー小

説。「鬼吹灯」とは「幽霊が灯りを吹き消す」という意味で、ホ

ラー小説と捉える評もある。 

フランス語 LA CARTE ET 

LE TERRITOIRE 

ｍｉｃｈｅｌｈｏｕｌ

ｌｅｂｅｃｑ 
２０１０年ゴンクール賞受賞。著名な画家ジェド・マルタンの

人生を通し、宗教、老い、家族観が描かれている。 

フランス語 Ｐｕｒｇｅ ＳＯＦＩ  

ＯＫＳＡＮＥＮ 
著者はフィンランド人。気丈に生き抜く女性たちの姿を描く。

フェミナ賞外国小説部門受賞。 

 

 あずま図書館で“１０代のための本棚（ＹＡヤングアダルトコーナー）”が 

     リニューアルオープンしました。 

     第１回の特集は                  です。 “女子力”Girls, be ambitious    

※あずま図書館の外国語図書コーナーには、主に５言語（英語・中国語・韓国語・フランス語・ドイツ語）の 

 資料が所蔵されております。外国語に興味ある方、外国語を勉強している方など是非ご覧下さい 

お知らせ 



 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

緑図書館【すみだ文化講座】と 資料展9月  

すみだ文化講座 
「すみだの女性史-明治に近代
助産師への道を開いた村松志
保子」 
講師：原島 早智子、岡本 喜代子 

日時：9月 11 日（日）午後2時～4時 

場所：緑図書館３階学習室 

 

資料展 

「明治に近代助産師への道を開いた村松志保子とその周辺」 
ミニ資料展 

「すみだゆかりの女性資料展～」 
期間：9月10日（土）～10月 2日（日） 

場所：緑図書館１階、3階展示コーナー 

攘
夷
強
盗
と
い
わ
れ
た 

旗
本 

青
木
弥
太
郎 

 
 

幕
末
に
本
所
に
い
た
旗
本
が
皆
、
勝
海
舟
や
江
川
太
郎
左
衛

門
の
よ
う
だ
っ
た
ら
、
明
治
維
新
も
大
き
く
変
わ
っ
て
い
た
だ

ろ
う
と
思
わ
れ
ま
す
。
し
か
し
、
多
く
の
旗
本
は
幕
府
三
百
年

の
威
光
に
す
が
り
、
徳
川
家
専
一
で
天
皇
の
こ
と
も
知
ら
な
い

者
が
少
な
く
な
か
っ
た
。
「
金
」
が
す
べ
て
の
世
の
中
で
す
か

ら
旗
本
と
い
え
ど
も
格
式
ば
か
り
で
、
暮
ら
し
に
困
る
あ
り
様

だ
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。
そ
こ
で
、
今
回
は
幕
末
本
所
で
暮
ら

し
て
い
た
青
木
弥
太
郎
と
い
う
旗
本
を
紹
介
し
ま
す
。 

 

ペ
リ
ー
の
来
航
が
な
か
っ
た
ら
、
本
所
南
割
下
水
の
屋
敷
に

住
む
旗
本
青
木
弥
太
郎
は
平
凡
だ
が
幸
福
な
暮
ら
し
を
し
て

い
た
に
ち
が
い
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、
ア
メ
リ
カ
艦

隊
の
浦
賀
来
航
を
機
に
攘
夷
論
に
傾
い
た
青
木
弥
太
郎
は
、
江

戸
の
豪
商
か
ら
御
用
金
調
達
と
し
て
七
万
両
も
の
大
金
を
集

め
た
も
の
の
幕
府
に
捕
ら
え
ら
れ
、
明
治
に
は
新
聞
や
講
談
で

強
盗
の
よ
う
に
喧
伝
さ
れ
た
旗
本
で
し
た
。 

青
木
弥
太
郎
は
文
政
十
二
年
（
１
８
２
９
）
二
月
五
日
に
江

戸
小
石
川
三
百
坂
の
私
邸
で
二
百
石
高
の
旗
本
に
生
ま
れ
て

い
ま
す
。
知
行
地
が
多
摩
川
在
に
あ
り
実
際
に
は
五
百
石
の
上

が
り
が
あ
っ
た
と
い
い
ま
す
か
ら
旗
本
で
は
裕
福
な
方
と
い

え
ま
す
が
、
こ
れ
は
後
の
懺
悔
談
で
言
っ
て
い
る
こ
と
な
の

で
、
窮
し
て
金
品
を
強
奪
し
た
わ
け
で
は
な
い
と
の
言
い
訳
と

も
と
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。
小
十
人
役
で
あ
っ
た
父
は
三
歳
の
時

に
亡
く
な
り
、
後
見
役
に
な
っ
た
叔
父
と
い
う
の
が
悪
い
奴

で
、
代
官
の
上
が
り
を
着
服
し
た
ば
か
り
か
、
あ
ち
こ
ち
の
家

か
ら
弥
太
郎
の
許
嫁
と
し
て
持
参
金
を
取
る
と
い
う
よ
う
な

詐
欺
ま
が
い
の
こ
と
を
し
て
い
ま
し
た
。
最
終
的
に
は
弥
太
郎

十
三
歳
の
時
に
御
賄
の
須
賀
定
右
衛
門
の
娘
と
結
婚
す
る
こ

と
と
な
り
本
所
南
割
下
水
の
屋
敷
（
現
・
す
み
だ
ト
リ
フ
ォ
ニ

ー
ホ
ー
ル
付
近
に
あ
っ
た
御
賄
組
屋
敷
か
）
に
祖
母
と
と
も
に

同
居
し
ま
す
。
文
武
の
基
礎
的
な
教
育
を
小
笠
原
家
に
お
い
て

受
け
、
馬
術
は
草
刈
庄
五
郎
に
習
い
ま
す
。
草
刈
庄
五
郎
は
榛

の
木
馬
場
で
大
名
の
馬
の
調
練
を
し
、
明
治
に
は
本
所
緑
町
に

住
み
、
天
皇
に
馬
術
を
教
え
本
所
区
議
に
も
な
っ
た
人
物
で

す
。
剣
術
は
勝
海
舟
の
従
兄
で
亀
沢
に
屋
敷
の
あ
っ
た(

現
・

両
国
４-
２
５)

男
谷
下
総
守
に
、
槍
は
藤
堂
の
家
来
小
島
隼
太

に
、
柔
術
は
小
笠
原
単
斎
に
習
っ
た
と
い
い
ま
す
。
弥
太
郎
が

二
十
一
歳
の
時
に
は
御
勘
定
出
役
と
な
り
一
時
独
立
し
て
小

石
川
へ
転
居
し
ま
す
が
、
火
事
に
遭
い
本
所
三
笠
町
の
小
笠
原

加
賀
守
の
長
屋
に
移
っ
た
後
、
元
の
割
下
水
の
須
賀
家
邸
内
に

家
を
新
築
し
て
住
み
、
子
も
一
男
二
女
も
う
け
て
い
ま
す
。 

 

ア
メ
リ
カ
艦
隊
の
浦
賀
来
航
に
よ
り
世
は
幕
末
の
動
乱
期

と
な
り
、
攘
夷
か
開
国
か
で
世
の
中
が
二
分
さ
れ
る
と
、
弥
太

郎
は
幕
府
の
た
め
な
ら
命
も
惜
し
ま
な
い
覚
悟
で
攘
夷
に
は

し
り
ま
す
。
戦
争
な
ど
勝
つ
見
込
み
を
た
て
て
や
る
も
の
で
は

な
い
と
気
の
は
や
る
弥
太
郎
は
浪
士
と
結
託
し
て
横
浜
の
外

国
人
を
討
ち
払
お
う
と
計
画
を
た
て
、
幕
府
に
知
れ
て
閉
門
蟄

居
と
な
り
ま
す
。
し
か
し
、
態
度
が
よ
か
っ
た
こ
と
か
ら
許
さ

れ
る
の
で
す
が
、
弥
太
郎
は
懲
り
ま
せ
ん
。
本
所
三
笠
町
の
小

笠
原
の
屋
敷
に
発
足
し
た
新
徴
組
の
浪
士
と
組
む
こ
と
に
な

 
上図は「本所絵図」尾張屋版 文久三年改 

い
い
な
づ
け 

お
ま
か
な
い 

へ
い
も
ん
ち
っ 

き
ょ 

し
ん
ち
ょ
う
ぐ
み 

お
た
に
し
も
う
さ
の
か
み 

ほ
ん
じ
ょ
み
な
み
わ
り
げ
す
い 

ち
ぎ
ょ
う
ち 

は
ん 

る
の
で
す
。
新
徴
組
と
は
、
将
軍
警
護
の
た
め
上
洛
し
た
警
備
隊
で

あ
り
、
新
徴
組
の
清
河
八
郎
一
派
が
尊
王
攘
夷
を
鮮
明
に
し
た
こ
と

か
ら
危
険
を
感
じ
た
幕
府
は
江
戸
に
帰
さ
せ
清
河
一
派
を
一
掃
し

て
、
改
め
て
江
戸
市
中
取
り
締
ま
り
の
た
め
再
組
織
し
た
も
の
で

す
。
新
徴
組
が
本
所
三
笠
町
北
隣
の
元
小
笠
原
加
賀
守
屋
敷
の
地

（
石
原
４
―
４
辺
）
に
あ
っ
た
こ
と
が
文
久
三
年
の
本
所
絵
図
で
わ

か
り
ま
す
。
現
在
の
飯
田
橋
一
丁
目
９
辺
に
新
徴
組
屯
所
跡
の
碑
が

あ
り
ま
す
が
、
こ
ち
ら
は
元
治
元
年
か
ら
の
新
徴
組
の
屯
所
跡
で

す
。
ち
な
み
に
、
本
所
生
ま
れ
の
山
岡
鉄
舟
は
清
河
が
暗
殺
さ
れ
る

ま
で
行
動
を
共
に
し
て
い
ま
す
。
弥
太
郎
と
も
懇
意
だ
っ
た
が
お
家

大
事
で
同
士
に
は
加
わ
ら
な
か
っ
た
と
弥
太
郎
は
言
っ
て
い
ま
す
。

江
戸
に
帰
ら
ず
京
都
に
残
っ
た
一
派
が
新
撰
組
で
す
。 

 

さ
て
、
青
木
弥
太
郎
で
す
が
三
百
人
ば
か
り
の
浪
士
集
団
で
あ
る

新
徴
組
の
リ
ー
ダ
ー
格
と
謀
っ
て
金
策
を
し
ま
す
。
老
中
に
攘
夷
を

迫
っ
た
が
軍
用
金
が
な
く
て
は
出
来
な
い
事
だ
と
い
わ
れ
て
金
策

を
決
意
し
た
と
い
う
で
の
す
。
は
じ
め
は
札
差
か
ら
四
百
両
と
米
四

百
俵
を
取
っ
て
老
中
の
と
こ
ろ
へ
持
っ
て
い
っ
た
の
で
す
が
な
か

な
か
す
ぐ
に
攘
夷
を
断
行
し
な
い
。
そ
こ
で
、
弥
太
郎
は
新
徴
組
の

浪
士
か
ら
七
十
人
ば
か
り
選
ん
で
自
分
た
ち
で
攘
夷
を
決
行
し
よ

う
と
画
策
す
る
の
で
す
。（
次
号
に
続
く
） 



【開館時間】    火曜日～土曜日・・・・・・9：00～20：00 
日曜日・月曜日・祝日・・・9：00～17：00 
☆コミュニティ会館図書室は、月曜日の開館時間が 9：00～20：00 です。 

【休  館  日】    館内整理日《毎月第３木曜日（祝日にあたる場合は翌日）》、年末年始 
☆コミュニティ会館図書室は、毎月第１月曜日も休館日です。 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 

●あずま図書館 

文花 1-19-1 

電話：3612-6048 

●緑図書館 

緑 2-24-5 

電話：3631-4621 

●寺島図書館 

東向島 3-34-4 

電話：3611-4610 

●立花図書館 

立花 6-8-1-101 

電話：3618-2620 

●八広図書館 

八広 5-10-1-104 

電話：3616-0846 

●梅若橋コミュニティ 

会館図書室 

堤通２－９－１ 

電話：3616-1101 

●横川コミュニティ 

会館図書室 

横川５－９－１ 

電話：5608-4500 

●東駒形コミュニティ 

会館図書室 

東駒形 4－14－1 

電話：3623-1141 

●すみだ女性センター 

押上 2-12-7-111 

電話：5608-1771 

日 月 火 水 木 金 土 

1 2 3  
緑「小さい子どもの

ためのおはなし

会」10：30～ 

横「おはなしのじか

ん」15：45～ 

八「おはなしとあそ

びのじかん」 

 10：30～ 

寺「おはなし会」 

 11：00～ 

立「おはなし会」 

 14：00～ 

東「おはなしのもり」 

 15：00～ 

梅「おはなし会」 

 15：00～ 

4 5 6 7 8 9 10 
 

東・梅・横 
 
 

コミュニティ 
 
 

図書室休館 
 
 

 

 

 東「おはなしれっし

ゃ」10：30～ 

あ「おはなしのじか

ん」15：15～ 

 横「おはなしのじか

ん」15：45～ 

八「おはなしとあそ

びのじかん」 

10：30～ 

あ「あそびとおはな

し会」11：00～ 

寺「おはなし会」 

11：00～ 

立「おはなし会」 

 14：00～ 

梅「おはなし会」 

 15：00～ 

11 12 13 14 15 16 17 
★緑「すみだ文化講

座」14：00～ 

  八「おひざでえほ

ん」11：00～ 

♪緑「こうさく会」 

 15：15～ 

 
館内整理日 

 
 

全館休館 
 
 

横「おはなしのじか

ん」15：45～ 

八「おはなしとあそ

びのじかん」 

10：30～ 

立「おはなし会」 

14：00～ 

梅「おはなし会」 

 15：00～ 

18 敬老の日19 20 21 22 秋分の日23 24 
あ「小さい子どもの

ためのおはなし

会」11：00～ 

  あ「おはなしのじか

ん」15：15～ 

緑「おはなしのへ

や」15：15～ 

 横「おはなしのじか

ん」15：45～ 

八「おはなしひろば」 

10：30～ 

立「おはなし会」 

14：00～ 

梅「おはなし会」 

15：00～ 

25 26 27 28 29 30 
  寺「おひざでえほ

ん」10：30～ 

♪あ「こうさく会」 

15：15～ 

 横「おはなしのじか

ん」15：45～ 

 

 

♪14日（水曜日）の緑図書館の「こうさく会」は『てぶくろでつくろう』です。 

♪28日（水曜日）のあずま図書館の「こうさく会」は『くるくるレインボーを

つくろう』です。 

★11日（日曜日）の緑図書館の「すみだ文化講座」は、一般向けの行事です。 

☆行事の詳細は、各館に直接お問合せください。 

 

 

 


